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教科書で扱うことができ、英語の基礎力を養成す
る際に最も重要なものは言語面です。この教科書で
は、場面を重視したシラバスや機能・概念重視のシ
ラバスではなく、基本的に文法シラバスで構成され
ています。その理由はaccuracyを重視するからで
す。文法シラバスに関しては短所もありますが、日
本人学習者にとって体系的に学べるという利点があ
ります。日本語と英語は文法体系が異なる言語であ
るため、英語の文法の全体像を把握する必要があり
ます。従来の文法教科書の問題は、機械的な説明、
そして機械的に練習問題を解くことに終止している
点です。本教科書では、Unitという文法事項のまと
まりを作り、その中で体系的かつ意味を重視した文
型・文法の指導ができるように工夫しました。また、
中学から高校への橋渡しに配慮しながら、英語の基
礎的な文法、語彙、表現を体系的に学べるようにし
ています。特に表現する際の論理性にも配慮し、パ
ラグラフ・ライティングについても扱っています。
『MY WAYⅠ』では、Write a Paragraph!という活
動が設けられています。この活動の目的は、文と文
とのつながりを意識させ、Use!で行ってきた1行英
作文を3行の最小のパラグラフにすることです。こ
の活動は『MY WAYⅡ』で、本格的なパラグラフ・
ライティングにつながります。『MY WAYⅡ』で扱
うパラグラフの基本は、「例示・列挙」「分類」「比較・
対照」「原因・結果」「分析」です。Learn!でパラグ
ラフの基本を学び、Practice!で練習問題を解きなが
ら、段階を踏んで最終的にパラグラフが書けるよう
に工夫してあります。
一方、fluencyに関しては、毎回の文型・文法事項

の基礎的な練習から、それらを使って自己表現でき
るようにする過程の中で身につけられるようにしま
した。本教科書ではaccuracyと fluencyが有機的に
結びつけられています。両方の力を養うために、本
教科書では1つの課に様々な活動が含まれていま
す。毎回のレッスンでは、生徒は写真を見て正しい
英文を選ぶ listeningの活動から入ります。全体的に
はaccuracy中心の活動ですが、最後のUse!の段階
で生徒は目標文法項目を使って英語の文を書き、そ
れを基に発話します。ここで、fluencyを育てます。
時には誤りを気にせず、発表させたいものです。
Unitの終了時点では、Project Workというコミュニ
ケーション活動を取り入れています。また、『MY 

WAYⅡ』の最後には、discussionやdebateの活動
があります。これらの活動については、どのような
レベルの生徒でも取り組めるようにできるだけ易し
くしました。「私の学校の生徒には無理だ」ではな
く、「私の学校の生徒にこそ必要である」という気
持ちで取り組んで下さい。目的はaccuracyではあり
ません。一言英語を発することでいいのです。原稿
に基づいて話してもよいでしょう。生徒は自らの意
見を述べる体験をすることが大切です。このことが
fluencyの基礎となります。
内容面に関しては、レッスンごとに様々な題材（ト
ピック）を設定し、生徒の記憶に残り易く、生徒に
とって身近な題材について表現し易いように配慮し
ました。また、Use!やProject Workでも生徒の身
近な題材を取り上げ、自分の意見等を表現し易いよ
うに配慮しました。この題材を他の教科や生徒自身
の関心を高めるように発展的に指導することも可能
です。

4．おわりに

本論では私の実践を通して、英語の基礎力を言語
面、情意面、内容面について考えてきました。授業
ではaccuracyと fluencyのバランスを保つことがポ
イントです。全くaccuracyを無視した fluency の活
動も時には必要でしょう。accuracyに配慮しなが
ら、時には fluencyの要素を取り入れ、生徒の情意
面に配慮し、生徒の発想を活かしながら授業を進め
たいものです。

はじめに

『SELECT English ExpressionⅠ』（以下、『セレク
ト表現』）は、基本的な文法事項が英語表現でどの
ように使われるのか学びながら、英文法の基礎・基
本を確実に習得しようとしている高校生のために編
集したものです。『セレクト表現』は「英語表現Ⅰ」
の教科書ですので、主に「話す」「書く」活動を通
じて、自己表現や発表をするために必要な要素を
様々な角度から学習できる構成になっています。特
に英語を苦手としている生徒や英語に自信が持てな
い生徒たちがこの教科書で英語の基礎的分野を繰り
返し練習し、これまでつまずいてきた事項を発見し、
不安な事項を克服できるように編集してあります。
本稿では、まず、高校生にとって必要な英語の基
礎力とは何かについて触れ、将来に向けてどのよう
な基礎力を身につけておけばよいのかを考えます。
次に、そのような基礎力を伸ばすために『セレクト
表現』で配慮したことを説明します。

英語の基礎力とは何か？

「英語の基礎力とは何か?」と問われて、即答でき
る人は多くないでしょう。英語の基礎力という用語
は漠然としていて、捉えどころのないものだからで
す。英語の基礎力といっても「基礎力」の捉え方は
人によっていろいろあり、学んだ単語や文法が理解
できれば基礎力が身についたと考える人もいれば、
学んだ単語や文法を使うことができて初めて基礎力
が身についたと考える人もいます。
いま仮に中学校で学習する内容を英語の基礎とし
ましょう。中学英語は基本中の基本であり、やさし
いというイメージを持っている人が多いと思います
が、実際には、語順、品詞、発音など、日本語と英
語が持つ根本的な違いにより、決してやさしいもの
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ではありません。日本語に慣れた私たちが英語を話
す場合、どうしても音声面で母語の干渉が障害にな
りますし、英語の文構造や文法事項に習熟する際に
も文法面で母語の干渉が障害として働くからです。
考え方としては、中学英語が理解できれば基礎力が
身についたと考えるでしょうか。それとも中学英語
を使うことができて基礎力が身につけたと考えるで
しょうか。筆者は中学英語を使うことができて初め
て基礎力が身についたと言えると考えています。『セ
レクト表現』では様々な問題演習や言語活動を通し
て、実際に使うことができる基礎力が身につけられ
るような工夫がなされています。

高校生にとって必要な基礎力とは？

中学校と高校の段階で定着すべき基礎が、単語や
連語、文構造や文法事項、そして発音に関する知識
であることに異論を唱える人はいないでしょう。こ
れらを土台にして、聞くこと・話すこと・読むこと・
書くことという基本的なスキルが形成され、さらに
発音・語彙・文法の正確さや流暢さ・複雑さといっ
た運用能力が加わって「実践的コミュニケーション
能力」が形成されると考えられるからです。
では、高校生にとって必要な基礎力とは一体何で
しょうか。まず、基本単語や連語が書けて読めるこ
とです。次に、文構造と文法事項の基本を理解して
いることです。高等学校の段階では、中学校で学ん
だ文法の基本を確認しつつ、場面を重視した一歩進
んだコミュニケーションのための学習英文法を効率
的に学び、その知識を活用して話したり書いたりす
ることでしっかりとした基礎力を作る必要がありま
す。というのは、英文法の様々な項目からなる英語
表現は、当然、言語使用と結びついているからです。
たとえば、自分の予定や計画を表現しようとする場
合、be going toなどの未来表現が必要になってく
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るはずです。文法形式の理解を中心に学んできた文
法を日常生活の場面に結びつけて捉えるようにする
と、これまで学んできたbe going toとは違った理
解の仕方が可能になり、be going toの用法や関連
する表現との相違点にも目が向く効果が期待できる
かもしれません。このことは「文法については、コ
ミュニケーションを支えるものであることを踏ま
え、言語活動と効果的に関連付けて指導すること。」
という新学習指導要領の考え方と一致するものです。

将来に向けてどういう基礎力を
つけておけばよいのか？

実践的なコミュニケーションを行うためには、語
彙や表現、文法が頭の中から必要なときにすぐに取
り出せるようなところまで自動化されていなければ
なりません。自動化するための特効薬のようなもの
はなく、ある一定の期間に渡って繰り返し練習する
しかありません。
反復練習と学習の継続というとすぐ機械的に暗記
することを思い浮かべますが、単に暗記するのでは
学習は長続きしません。上で触れたように、話し手
と聞き手によって意味のある状況を作り、授業の中
で繰り返し練習することによって、コミュニケー
ション能力の獲得につなげるのです。
また、実践的なコミュニケーションというと、話
したり聞いたりすることを連想しがちですが、音声
だけでなく電子メールなどの文字を介したコミュニ
ケーションの機会は今後さらに増えていくと考えら
れます。就職してからは英語のビジネス文書を読ん
だり書いたりすることが、留学したらレポートや論
文を書くことが避けて通れません。話したり聞いた
りするだけではなく、読んだり書いたりする能力も
コミュニケーションに大きな役割を担います。将来
のことを考えて身につけておきたい基礎力とは、語
彙や文法を土台として4技能を総合的に活用できる
能力ということになります。

『セレクト英語表現』で身につける基礎力とは？

本教科書で英語の基礎・基本を学ぶために配慮し
たことは、上で述べたように、中学で一度学んだ英
文法を、場面を重視したコミュニケーションのため
の学習英文法の立場から見直すことです。扱う文法
項目の中でこれだけは覚えてほしいというものを

「セレクト英文法36」として絞り込んだうえ、こと
ばによる説明を最低限にとどめ、英文法のイメージ
を視覚的に捉えられるようにしました。
文法項目を実際に使えるようにするためには、知
識と経験の両方が必要です。知識と経験のどちらか
が欠けていても身につきません。習ったものを忘れ
るのが人間ですので、繰り返し教え、繰り返し使わ
せることで、達成感を持たせるようになっています。
「習った英語は使わせる、表現させてみる」とい
う趣旨のもと、「イントロ英会話」という会話の中
で、ターゲットとなる文法を使用した表現を導入し
ます。「イントロ英会話」で導入された文法事項は、
「セレクト英文法36」のキーセンテンスとイラスト
で理解を深めます。一例を示すと、現在完了形の完
了の用法を扱うレッスンでは、“I have already done 

my work.” というキーセンテンスとともに、過去の
ある時点でドアにペンキを塗る作業が始まり、今で
はその作業が完了している様子がわかりやすくイラ
ストで示されており、文法の特徴を視覚的に理解で
きるように工夫してあります。
「セレクト英文法36」で学んだことが理解できた
かどうかは、すぐに「瞬間チェック」という2択ま
たは3択問題で確認します。「瞬間チェック」では、
セレクト英文法を機械的に丸暗記するのではなく、
平易な問題演習を通して「できた！」「わかった！」
という自信や安心感を与え、楽しい英語の世界へ一
歩踏み出せるようになっています。
「瞬間チェック」に続く欄外では、「英語で何と言
う?」というミニコーナーを配置しています。この
コーナーでは、各レッスンの文法項目を含む、言え
そうで言えない英語表現を紹介しています。たとえ
ば、willとbe going toを学習するレッスンでは、漫
画『美少女戦士セーラームーン』で主人公が言う決
めぜりふ「月に代わっておしおきよっ！」の英訳で
ある “On behalf of the moon, I will punish you!” 

が紹介され、学んだことがこんなふうに使えるとい
うことが自然にわかるようになっています。
次の「Let’s Listen」では、教科書の写真を見なが

らリスニング問題を行います。ここで聞く3つの英
文の一つにはセレクト英文法で扱った文法事項が含
まれています。さらに、「Gトレ（ーニング）」では
各レッスンの文法とテーマに沿った問題文で基礎の
定着を図ります。続く「場面でGo!」では、セレク

ト英文法に関連した丁寧表現や場面にあった英語表
現を2択問題で学習します。（例：ホストファミリー
に「自転車をお借りできますか」と丁寧にたずねる
とき。（Can / May） I use your bike?）なお、各表現
が使用される場面の説明にはヒントとなることばに
下線をつけ、無理なくネイティブ感覚の英語表現が
身につけられるようになっています。
各レッスンの最後には、当該のレッスンで学んだ
英文法を用いて、会話形式で自分のことを英語で表
現する「Speak Up!」を配置しています。このコー
ナーには「toolbox」と名づけた表現例を置き、英
語の苦手な生徒でも、学んだことをすぐに使ってア
ウトプットできるように配慮されています。
なお、課間活動として4レッスンごとに「Gトレ

プラス」、「つなぎ言葉ランキング」、「Speaking 

Station」、「Daily Conversation」を配置しています。
「Gトレプラス」は本課の「Gトレ」のプラスαとし
て、問題を解きながら本課で学習した文法に繰り返
し出会えるように、工夫がなされています。
「つなぎ言葉ランキング」では、and, but, because

など、文と文を結びつけ、文章全体の結束性を高め
る際に欠かせない接続詞10個の用法をわかりやす
い例文と直感に訴えるイラストで解説しています。
また、読んだり聞いたりしながら、テーマに沿った
「情報や知識を取り入れ」、「自分の考えをまとめ」、
「自分の意見を発表する」というアウトプット活動
に生徒が主体的に取り組める教材として、「Speaking 

Station」を設けています。このコーナーでは、手順
に沿って発表するための表現や音声のポイントを押
さえながら、パラグラフ・ライティングの基礎も学
べるように工夫がなされています。さらに、新学習
指導要領の趣旨を生かした総合的な言語活動とし
て、「Daily Conversation」を3回分設けています。
このコーナーでは、本課で習った文法事項を使っ

て、買い物、レストラン、道案内の場面でよく使わ
れる会話表現を学べるようになっています。
以上のように、『セレクト表現』では学習した文

法事項を様々なコーナーで繰り返し、スパイラルに
使わせるように工夫し、基礎・基本の定着をねらっ
ています。

おわりに

本稿では、「基礎力」をキーワードに、高校生が
身につける英語の基礎力について考え、英語の基礎・
基本を身につけるために『セレクト表現』で配慮し
てきたことを述べてきました。
本教科書では、①できるだけシンプルにできるだ
け面白く文法事項を導入する（理解可能なインプッ
ト）、②どの生徒もマスターでき、学習の継続を促
すような平易で興味深い内容にする（学習の動機づ
け）、③習った文法事項は、書いたり話したりする
演習や言語活動を通じて徹底的に使わせ、理解の定
着を図る（反復学習と応用による大量のアウトプッ
ト）、という趣旨のもと、文法項目の基礎力が身に
つけられるようになっています。語学学習の難しい
ところは学習の成果がなかなか見えにくいことです
が、だからこそインプットだけでなく、学んだこと
や覚えたことをすぐに使ってアウトプットしてみる
ことが大切です。本教科書は、話す活動と書く活動
をバランスよく取り入れ、どの生徒にも自分もやれ
ばできるという達成感を感じられるように配慮され
ています。『セレクト表現』で扱っている文法の多
くは中学で学習した項目ですが、この一冊を学び終
えたときには、英文法に対する「わかったような、
わからないような」というモヤモヤ感は消えている
はずです。本教科書で学んだことが、これからの英
語学習を支える大きな力になることを心から願って
います。


